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に 13万 6,000戸、逆方向に 13万 4,000戸の異動がある。主業農家は 6万 9,000戸減少して

















                                                   
1 販売農家とは経営耕地面積 30ａ以上または農産物販売金額が年間 50万円以上の農家の
こと。 
2 自給的農家とは経営耕地面積が 30ａ未満かつ農産物販売金額が年間 50万円未満の農家
のこと。土地持ち非農家とは農家以外で耕地及び耕作放棄地を５ａ以上所有している世帯
のこと。 






































































② マッチングできた世帯員は 2005年世帯員属性情報を 2010年のものに接続してパネ
ルデータを作成する。 











1 世帯主 世帯主の配偶者 子
2 世帯主の配偶者 世帯主 子の配偶者1)
3 子 子 孫1)
4 子の配偶者 子の配偶者 孫の配偶者1)
5 世帯主の父母 世帯主の配偶者の父母 世帯主/世帯主の配偶者
6 世帯主の配偶者の父母 世帯主の父母 その他
7 兄弟姉妹 その他 子
8 祖父母 その他 世帯主の父母/世帯主の配偶者の父母
9 孫 孫 その他









世帯員数 ％ 世帯員数 ％











手順（１）の条件から抽出された農家は 137 万 4,753 戸であった。それぞれの条件によ
る抽出状況は表 2のとおりである。2010年の農家 151万 8,447戸は 2005年でも全戸確認
されたため、2005年の農家 195万 1,337戸のうち 2010年で確認されなかった 43万 2,890
戸が削除された。さらに世帯主の居住条件、変更条件が一致しなかった農家が 14万 3,694
戸あった。対象農家の世帯主の変更の有無の内訳は変更がなかった農家は 123 万 3,021 戸
で 89.7％にあたる。次いで子からの変更が 8.8％、配偶者からの変更が 1.5％であった。 
2010年の世帯員を基準に世帯員レコードに変換されたデータを手順（２）でマッチング
した結果を表３に示している。対象農家に居住していた 15歳以上の世帯員（以下、世帯員）
は、2005年が 536万 5,622人、2010年が 498万 2,833人で、５年の間に 38万 2,789人減
少している。２時点で居住が確認できたのは 420万 2,517人で、2005年に居住が確認でき
なかった世帯員（以下、不在者）は 2010年世帯員の 15.7％にあたる 78万 316人であった。














(b) 農家継続条件 1,518,447 △ 432,890
(b) 世帯主居住条件 1,488,735 △ 29,712


















最も多い。しかし、逆方向に 14万 7,000戸が異動しているため純異動は 5万戸に留まって













農家世帯員は男性が 224万 4,000人に対し、女性が 253万 9,000人と女性の方が多い。
図１は年齢階級別世帯員数を男女別で示している。年齢階級別でみると 70歳未満の年齢階
級は男性の方が多く、70歳以上になって女性の方が多くなる。特に 80歳以上の世帯員数は
男性が 24万 7,000人に対して女性は 38万 6,000人と大きな差がある。年齢階級別の人口
規模は男女ともに 50歳を境に大きく変化しており、45歳未満の年齢階級は 10-12万人で 
2005年 主業農家 準主業農家 副業的農家 自給的農家 計 構成％
主業農家 198,260 41,834 72,424 223 312,741
(63.4) (13.4) (23.2) (0.1) (100.0)
準主業農家 50,490 171,935 124,380 636 347,441
(14.5) (49.5) (35.8) (0.2) (100.0)
副業的農家 27,372 119,644 543,357 4,319 694,692
(3.9) (17.2) (78.2) (0.6) (100.0)
自給的農家 147 342 2,957 16,433 19,879
(0.7) (1.7) (14.9) (82.7) (100.0)
2010年　計 276,269 333,755 743,118 21,611 1,374,753














表５ 2010年男女別世帯員数（人 カッコ内％） 
 
 
推移し、45 歳以上になると人口規模は男女ともに大きくなっている。男性は 55-64 歳の 2
つの年齢階級に約 24 万 5,000 人規模の大規模な集団があり、65-80 歳まで 20 万人規模の






女性は 41.1％と女性の高齢者が非常に多く、15-49歳の世帯員は、男性 36.9％、女性 33.5％
世帯員数 ％ 世帯員数 ％
15-19 130,252 5.3 123,864 4.9 105.2
20-49 771,537 31.6 726,129 28.6 106.3
50-64 686,064 28.1 646,565 25.5 106.1
65+ 855,698 35.0 1,042,724 41.1 82.1
計 2,443,551 100.0 2,539,282 100.0 96.2
15-19 130,252 41.1 123,864 26.7 105.2
20-49 128,835 40.6 174,749 37.7 73.7
50-64 30,174 9.5 45,902 9.9 65.7
65+ 27,978 8.8 118,562 25.6 23.6































































                                                   
5 農業就業人口とは自営農業のみに従事した者または自営農業以外の仕事に従事していて
も年間労働日数で自営農業が多い者。 
世帯員数 ％ 世帯員数 ％
世帯主 49,744 2.4 65,349 2.6
世帯主の配偶者 1,109,388 53.4 1,163,811 45.8
子 221,480 10.7 374,722 14.8
子の配偶者 279,264 13.5 294,408 11.6
世帯主の父母 303,099 14.6 441,054 17.4
世帯主の配偶者の父母 14,153 0.7 34,066 1.3
兄弟姉妹 10,312 0.5 18,200 0.7
祖父母 5,195 0.3 16,059 0.6
孫 75,406 3.6 116,720 4.6
孫の配偶者 5,588 0.3 8,090 0.3
その他 2,576 0.1 6,803 0.3




































































































目のピークは谷が 30-34歳から 35-39歳に遅れがあるため、45-49歳から 50-54歳に遅れて






























































































 就業率(2010年)  うち農業就業率(2010年)






















表 7は 2010年に 20歳以上であった女性世帯員 228万 4,871人の 2時点の就業状態とそ










2005年 自営農業 他に勤務 自営業 非就業 計 構成％
自営農業 509,553 16,211 3,924 130,780 660,468
(77.2) (2.5) (0.6) (19.8) (100.0) (33.9)
他に勤務 50,137 445,278 10,351 87,313 593,079
(8.5) (75.1) (1.7) (14.7) (100.0) (30.4)
自営業 7,314 12,142 23,423 12,290 55,169
(13.3) (22.0) (42.5) (22.3) (100.0) (2.8)
非就業 119,575 62,279 8,190 451,807 641,851
(18.6) (9.7) (1.3) (70.4) (100.0) (32.9)
不在 55,985 128,145 6,519 143,655 334,304
(16.7) (38.3) (2.0) (43.0) (100.0) -
2010年　計 742,564 664,055 52,407 825,845 2,284,871












就業が約 5万 7,000人、不在が 5万 6,000に対し、非就業からの異動は２倍に当たる 12万
人である。農外就業からの異動者の 67.7％にあたる 3万 9,000人が 55-69歳である。一方、





他の状態から異動者のうち 12万 8,000人が不在者であり、次いで 6万 2,000人が非就業で
ある。また、この不在者の 58.3％が 40 歳未満、非就業の 57.7％が 30-49 歳であり、配偶
者として新たに世帯員になった女性や子育てなどで中断していた就業の再開は他に勤務が
選択されている。 































































































































図５ 2010年年齢階級別 2005年就業状態別女性世帯員（他に勤務） 
 





































































































































































































































2005 年と 2010 年の農林業センサスを利用した世帯員マッチングにより 2010 年世帯員
498万 3,000人の 84.3％である 420万 3,000人が両調査で確認できた。20歳以上の世帯員
で 78万人は 2005年では確認できなかった。一方、2005年の世帯員は 536万 6,000人おり、
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